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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年2月12日(2021.2.12)

【公表番号】特表2020-503042(P2020-503042A)
【公表日】令和2年1月30日(2020.1.30)
【年通号数】公開・登録公報2020-004
【出願番号】特願2019-535353(P2019-535353)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｍ   1/34     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｍ    1/34     　　　Ｂ
   Ｃ１２Ｑ    1/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月21日(2020.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微生物検出デバイスであって、
　第１主面及び第２主面を有する基材を備える本体部材と、
　前記第１主面の一部の上に配置されている実質的に乾燥した第１微生物増殖栄養素組成
物と、
　前記第１微生物増殖栄養素組成物に接着されている第１接着剤組成物と、
　前記第１接着剤組成物に接着されている冷水溶解性第１ヒドロゲル形成組成物と、
　前記本体部材に取り付けられたカバーシートであって、前記本体部材に面する第１主面
を備えるカバーシートと、
　を備える、デバイス。
【請求項２】
　前記カバーシートの前記第１主面の一部の上に配置されている実質的に乾燥した第２微
生物増殖栄養素を更に含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記第１接着剤組成物が、溶剤型接着剤を含む、請求項１又は２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記第１接着剤組成物が、アルキルアクリレートコポリマーを含む、請求項１～３のい
ずれか一項に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記第１微生物増殖栄養素組成物が、第１微生物増殖栄養素と、少なくとも１種の冷水
溶解性ゲル化剤と、を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項６】
　微生物検出デバイスであって、
　防水性パウチであって、
　内面及び外面を有する第１の壁部、
　内面及び外面を有する第２の壁部、
　前記第１の壁部の前記内面と前記第２の壁部の前記内面との間で前記パウチ内に配置さ
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れており、第１主面及び前記第１主面の反対側の第２主面を有する多孔質膜フィルター、
　前記第１の壁部の前記内面によって部分的に画定され、且つ前記膜フィルターの前記第
１主面によって部分的に画定されている第１のコンパートメント、
　前記第１のコンパートメント内に液体を注入するためのアクセスを提供する、密封可能
な試料ポート、
　前記第２の壁部の前記内面によって部分的に画定されていると共に前記膜フィルターの
前記第２主面によって部分的に画定されている第２のコンパートメント、を備え、
　前記膜フィルターが、前記第１のコンパートメントから前記第２のコンパートメントへ
の水性液体の移動を可能にし、前記第１のコンパートメントから前記第２のコンパートメ
ントへの、所定のサイズの粒子の移動を防止する、前記防水性パウチと、
　前記第１のコンパートメント内で前記パウチの一部の上に配置されている実質的に乾燥
した微生物増殖栄養素組成物と、
　前記微生物増殖栄養素組成物に接着されている接着剤組成物と、
　前記接着剤組成物に接着されている冷水溶解性ヒドロゲル形成組成物と、前記第２のコ
ンパートメント内に配置されている吸収パッドと、を備える、微生物検出デバイス。
【請求項７】
　前記デバイスが、２５ｍＬ～１５０ｍＬ（両端の値を含む）の体積を有する液体試料を
収容するように寸法決めされている、請求項６に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記微生物増殖栄養素組成物が、微生物増殖栄養素と、少なくとも１種の冷水溶解性ゲ
ル化剤と、を含む、請求項６又は７に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記微生物増殖栄養素が、肉ペプトン、カゼインペプトン、ゼラチンペプトン、大豆ペ
プトン、牛肉抽出物、酵母エキス、ラクトース、グルコース、デキストロース、トリプト
ース、ガラクトース、トリプトン、脂肪、ミネラル、又はビタミンのうちの少なくとも１
種を含む、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１０】
　試料中の少なくとも１種の微生物を検出及び計数する方法であって、
　請求項１～５のいずれか一項に記載のデバイスを準備することと、
　前記第１層を前記第２層から分離することと、
　少なくとも１種の微生物を含有する所定の体積の試料を前記第１ヒドロゲル形成組成物
上に添加して接種されたデバイスを形成することと、
　第１層を戻して第２層に接触させることと、
　前記接種されたデバイスをインキュベートすることと、
　前記デバイスにおける前記標的微生物のコロニーの存在又は非存在を検出することと、
を含む、方法。
【請求項１１】
　試料中の少なくとも１種の微生物を検出及び計数する方法であって、
　請求項６～９のいずれか一項に記載のデバイスを準備することと、
　所定の体積の水性試料を、前記デバイスの前記第１のコンパートメント内に入れること
と、
　前記試料ポートを密封することと、
　前記デバイスをインキュベートすることと、
　前記デバイスにおける前記標的微生物のコロニーの存在又は非存在を検出することと、
を含む、方法。
【請求項１２】
　微生物検出デバイスであって、
　第１主面を有する基材を備える本体部材と、
　前記本体部材に取り付けられたカバーシートであって、前記本体部材に面する第１主面
を備えるカバーシートと、
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　前記カバーシートの前記第１主面の一部の上に配置されている実質的に乾燥した第１微
生物増殖栄養素組成物と、
　前記第１微生物増殖栄養素組成物に接着されている第１接着剤組成物と、
　前記第１接着剤組成物に接着されている冷水溶解性第１ヒドロゲル形成組成物と、を備
える、デバイス。
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